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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW:56 kDa; Observed MW:53 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体関連因子（TRAF）タンパク質ファミリーのメンバーです。TRAFタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーと会合し、シグナル伝達を媒介します。このタンパク質はTNF受容体と直接相互作用し、TRAF1とヘテロ二量体複合体を形成します。このタンパク質は、TNF-αを介したMAPK8/JNKおよびNF-κBの活性化に必須です。このタンパク質とTRAF1によって形成されるタンパク質複合体は、アポトーシス抑制タンパク質（IAP）と相互作用し、TNF受容体からの抗アポトーシスシグナルの媒介として機能します。このタンパク質は、TNF受容体関連アポトーシスシグナル伝達因子であるTRADDと相互作用し、IAPをリクルートしてカスパーゼ活性化を直接阻害します。ユビキチンリガーゼ活性を有するアポトーシス阻害因子BIRC2/c-IAP1は、このタンパク質のビキチンを脱ビキチン化して分解を誘導し、TNF誘導性アポトーシスを増強する。この遺伝子には複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっているが、生物学的妥当性が確認されている転写バリアントは1つだけである。[RefSeq提供、2008年7月]
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	TRAF2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、THP-1、HEK293T、HeLa 細胞からの抽出物をウエスタンブロット分析しました。
	

	AMRe86844 を 1:1000 で使用した MOLT-4 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。

